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【公開番号】特開2018-180817(P2018-180817A)
【公開日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2017-77696(P2017-77696)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/16     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   5/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    1/16     ３１３Ｃ
   Ｇ０６Ｆ    1/16     ３１２Ｇ
   Ｇ０６Ｆ    1/16     ３１２Ｑ
   Ｈ０５Ｋ    5/02     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｍ    1/02     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月24日(2020.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形板状のタブレット端末を収納するタブレットケースにおいて、
　前記タブレット端末の底面が載置される固定板と、
　該固定板に設けられ、前記タブレット端末の対向する一対の第１の辺の辺縁にそれぞれ
当接して、前記タブレット端末の対向する一対の第２の辺の方向の移動を規制する一対の
移動規制部と、
　前記タブレット端末の前記第２の辺の一方の辺縁部に磁力により吸着して、前記タブレ
ット端末を前記固定板に固定する磁性部材とを備えるタブレットケース。
【請求項２】
　請求項１に記載のタブレットケースであって、
　前記固定板は、屈曲部を介して連結され、互いに折曲自在とされた第１固定板部と、第
２固定板部とを含み、前記磁性部材は該第１固定板部に設けられているタブレットケース
。
【請求項３】
　請求項２に記載のタブレットケースであって、
　前記屈曲部は前記固定板の中央部に設けられ、前記第１固定板部は、前記第２固定板部
に揺動自在に支持されているタブレットケース。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のタブレットケースであって、
　前記磁性部材が、前記タブレット端末の前記固定板の面内での移動を規制する係合部に
設けられているタブレットケース。
【請求項５】
　請求項４に記載のタブレットケースであって、
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　前記タブレット端末は、外形矩形の表示面を有する表示部と、該表示部の周縁部とを備
え、前記磁性部材は前記表示部に対応する位置に設けられているタブレットケース。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のタブレットケースであって、
　前記移動規制部は、前記タブレット端末の第１の辺の辺縁に当接した状態で、前記タブ
レット端末の該第１の辺方向へのスライドを許容するタブレットケース。
【請求項７】
　請求項４に記載のタブレットケースであって、
　前記係合部は、前記タブレット端末の前記第２の辺の一方の辺縁部の表面形状に対応す
る形状を有するタブレットケース。
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